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平成 25 年 3 月 4 日(月) 

(一社)日本原子力産業協会 

政策推進部 

 

原子力産業セミナー2014 報告書 

 

(一社)日本原子力産業協会および関西原子力懇談会は、2014 年卒の大学生・大学院生を主

な対象に、合同企業説明会「原子力産業セミナー2014」を以下の通り開催いたしましたので、ご

報告申し上げます。なお、本セミナーは今年度で 7 回目の開催となります。 
 

1. 概要 
 ()内の数字は昨年度のものです。 

 東京会場 大阪会場  

開催日 平成25年 2月 2日(土) 平成25年2月9日(土)

開催場所 
新宿エルタワー30 階 
サンスカイルーム 

梅田スカイビル 3階 
ステラホール 

合計 

来場学生数 265 人(223 人) 123 人(273 人) 388 人(496 人)

参加企業・ 
機関数 

21 社(29 社) 13 社(24 社) 34 社(53 社)

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子力産業セミナーの来場数および参加企業・機関数の推移 
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2. 参加企業・機関一覧 
 

電力関連企業(五十音順) 東京会場 大阪会場 

1 関西電力株式会社 ○ ○ 

2 中国電力株式会社 ○ ○ 

3 中部電力株式会社  ○ 

4 日本原子力発電株式会社 ○ ○ 

5 日本原燃株式会社 ○ ○ 

重電、機械メーカー(五十音順) 東京会場 大阪会場 

6 株式会社 IHI ○ ○ 

7 株式会社東芝 ○ ○ 

8 株式会社日立製作所 ○ ○ 

9 三菱重工業株式会社 ○ ○ 

プラント・エンジニアリング企業等 

(五十音順、＊は初参加) 
東京会場 大阪会場 

10 岡野バルブ製造株式会社＊ ○ ○ 

11 関電プラント株式会社   ○ 

12 原燃輸送株式会社 ○  

13 新日本空調株式会社 ○   

14 株式会社千代田テクノル ○   

15 東芝プラントシステム株式会社 ○ ○ 

16 東洋エンジニアリング株式会社 ○   

17 日本エヌ・ユー・エス株式会社 ○   

18 日立アロカメディカル株式会社＊ ○  

19 株式会社日立プラントテクノロジー ○   

公益・特殊・独立行政法人(五十音順) 東京会場 大阪会場 

20 原子力規制委員会原子力規制庁・ 

独立行政法人原子力安全基盤機構 
○  

21 原子力発電環境整備機構 ○   

22 一般財団法人電力中央研究所 ○  

23 独立行政法人日本原子力研究開発機構 ○ ○ 

合計 21 13 
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3. 後援・協賛 

以下の通り、13 団体・機関からの後援・協賛を頂きました。 
 

後援 協賛団体(五十音順) 

原子力委員会 公益社団法人 応用物理学会 

文部科学省 独立行政法人 国立高等専門学校機構 

経済産業省 一般社団法人 電気学会 

 一般社団法人 電子情報通信学会 

 公益社団法人 土木学会 

 公益社団法人 日本化学会 

 一般社団法人 日本機械学会 

 一般社団法人 日本原子力学会 

 一般社団法人 日本建築学会 

 一般社団法人 日本保健物理学会 
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4. 来場学生データ 

来場学生データは、学生がセミナー会場へ入場する際に提出する「受付票」の集計結果

をまとめたものです。「受付票」には、所属学校名・学部・学科・氏名等を記入し、会場受

付で全員提出するほか、訪問した企業・機関ブースでも 1枚ずつ提出します。 

 

①所属 

 昨年度と比較して、大阪会場では院の割合が増加したのが特徴です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※マスター、ドクターを合算しております。 

四捨五入の関係上、合計が 100%にならない場合があります。 
( )内の数字は、昨年度のものです。 

 

 

 

 

 

 

 

83
67.5%

39
31.7%院

学部

短期大学

専門学校

高専

111
42.5%

149
57.1%

東京会場 大阪会場 
所属 

人数 割合 人数 割合 

院※ 149(131) 56.2%(58.7%) 83(150) 67.5%(54.9%) 

学部 111( 92) 41.9%(41.3%) 39(121) 31.7%(44.3%) 

短期大学 0(  0) 0%(   0%) 0(   1) 0%( 0.4%) 

専門学校 0(  0) 0%(   0%) 0(   0) 0%(  0%) 

高専 1(  0) 0.4%(   0%) 1(   1) 0.8%( 0.4%) 

合計 265(223) 100%(100%) 123(273) 100%(100%) 

東京会場 大阪会場 
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②文理別割合 
 昨年度と比較すると、今年度は文系・理系の割合は東京会場でほぼ同じ、大阪会場では

理系が増加し、文系が大きく減少したのが特徴です。 
 
 
 
 
 
昨年に比べて、大阪会場における文系の割合が 
③各分野が占める割合 

 

 

 

来場学生の分野別割合(両会場の合計) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
( )内の数字は、昨年度のものです。 
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23
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8
6.5%

115
93.5%

文

理

東京会場 大阪会場 
来場者合計 

人数 割合 人数 割合 

文 23( 22) 8.7%( 9.9%) 8(67) 6.5%(24.5%) 

理 241(201) 90.9%(90.1%) 115(206) 93.5%(75.5%) 

合計 265(223) 100% 123(273) 100% 

大阪会場 東京会場 
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③各学科が占める割合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

( )内の数字は、昨年度のものです。 
東京会場では 1 名不明。 

 
 
 
 
 
 

原子力・
ｴﾈﾙｷﾞｰ系

46.2%

その他
4.2%

機械系
9.5%

情報工学系
2.3%

数学・
物理系
12.9%

化学系
6.1%

土建系
1.5%

電気・
電子系

8.7%

文系
8.7%

原子力・
ｴﾈﾙｷﾞｰ系

18.7%

その他
3.3%

機械系
12.2%

情報工学系
3.3%

電気・
電子系
24.4%

化学系
8.1%

土建系
8.9%

数学・
物理系
14.6%

文系
6.5%

東京会場 大阪会場 

東京会場 大阪会場 
分野 

人数 割合 人数 割合 

電気・電子系 23( 16) 8.7%( 7.2%) 30( 42) 24.4%(15.4%)

情報工学系 6(  5) 2.3%( 2.2%) 4( 11) 3.3%( 4.0%)

機械系 25( 17) 9.5%( 7.6%) 15( 15) 12.2%( 5.5%)

原子力・エネルギー系 122(102) 46.2%(45.7%) 23( 70) 18.7%(25.6%)

数学・物理系 34( 23) 12.9%(10.3%) 18( 30) 14.6%(11.0%)

化学系 16( 14) 6.1%( 6.3%) 10(  9) 8.1%( 3.3%)

土建系 4(  2) 1.5%( 0.9%) 11(  1) 8.9%( 0.4%)

文系 23( 22) 8.7%( 9.9%) 8( 67) 6.5%(24.5%)

その他 11( 22) 4.2%( 9.9%) 4( 28) 3.3%(10.3%)

合計 264(223) 100% 123(273) 100%
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④来場学生の学科別人数の経年変化(会場別) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
大阪では平成 21 年度より原子力産業セミナーを開催。 

 
 

電気・電子系

機械系

原子力・エネルギー系

数学・物理系

化学系

情報工学系

土建系 その他

文系

0人

100人

200人

300人

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

東京会場 

電気・電子系

機械系

原子力・エネルギー系

数学・物理系

化学系

＾＾

情報工学系

土建系

その他

文系

0人

50人

100人

150人

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

大阪会場 



 8

⑤来場学生の学科別人数の経年変化(両会場の合計) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥来場学生の学科別割合の経年変化(両会場の合計) 
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⑦大学別来場数（上位 10 校のみを掲載） 

＜東京会場＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜大阪会場＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
( )内の数字は、昨年度のものです。 
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⑧来場学生データのまとめ 

・東京会場の来場者数は、前回に比べて微増（約 40 名増）でした。 

・東京会場には、九州大学の学生（ほとんどの学生がエネルギー量子工学専攻）16 名が参

加しました。前回の東京会場には九州大学からの来場学生は 0 名でした。大阪会場に比

べ東京会場の参加企業・機関数が多いため、これらの学生が東京会場に来場したともの

と推測しています。 

・大阪会場の来場者数は、前回に比べて半数以下に減りました。大阪会場は、東京会場の

約半数の来場者数という従来の傾向に戻りました。 

・大阪会場では、原子力・エネルギー系ならびに文系の来場者数が減少した。その他の学

科の来場学生数はほぼ横ばいでした。（昨年度同様に文系学生には積極的に PR していま

せん。） 

・東京会場・大阪会場とも、前回に引き続き、企業・機関からの採用ニーズの高い「機電

系」学生の来場者数は依然として少ない（ほぼ横ばい）状況です。 

 

 

5. プレス対応 

本セミナーの参加企業・機関数ならびに来場学生数が、原子力産業の実情と社会の原子 

力に対する評価と関心を端的に表しているため、プレス関係者の関心は高いです。各プレ

スには原子力政策の方向性のいかんによらず、長期的に人材が必要であることを訴えまし

た。新聞記事については、添付資料 3のとおり。 

（各プレスの取材） 

<東京会場> 

・ＮＨＫ 

‐当日午後 6時からの全国版ニュースで報道 

・日経新聞 

・朝日新聞 

・電気新聞 

‐2月 6日付けの 1面に記事掲載 

 

＜大阪会場＞ 

・産経新聞 

 ‐2 月 10 日付けの朝刊に記事掲載 

・読売新聞 

 ‐2 月 10 日付けの朝刊に記事掲載 
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6. 総括 

・昨今の原子力産業を取り巻く厳しい状況の中、新卒採用を控えたり、採用計画の目途が

立たない企業・機関も多く、参加企業・機関数が大幅に減少しました。 

・前回（福島第１原子力発電所事故以降）からすべての学科で来場学生数が減少しました

が、今回は大阪会場での「文系」および「原子力・エネルギー系」の来場学生数の減少

幅が大きい結果となりました。その他の学科はほぼ横ばいで、依然として厳しい状況と

言えます。 

・大阪会場での来場学生数の減少は、参加企業・機関数の減少、原子力発電所の再稼動の

目途が立たない等の理由により、原子力に対するイメージダウンが主に影響していると

考えられます。 

 

 

7. 課題 

前回に引き続き、機械・電気系の参加学生が少なく、今回は大阪会場での原子力・エネ

ルギー系学生も減少し、大きな問題としてとらえています。これは、福島第一原子力発電

所の事故以降、学生が原子力産業界を就職先として敬遠していると考えられます。また、

大阪会場で文系来場学生数が大きく減少したことは、社会の原子力産業に対する評価・関

心を端的に表していると言えます。 
この状況が続くと、原子力産業の技術維持が難しくなり、国全体の損失にもつながりか

ねません。国ならびに産業界全体がこの状況を受け止め、産官学の総力を挙げ、若者に対

し、今後どのような政策がとられるとしても、既存の原子力発電の安全な利用や廃炉・除

染等で長期にわたり継続して新しい人材が必要であることを訴えていく必要があります。

さらに、原子力産業には、原子力発電以外の分野（放射線利用等）もあり、広がりのある

産業であること、原子力産業が原子力を学んだ学生のみならず全ての学科の上に成立つ総

合産業であること、奥が深く数々のおもしろみを持っていることを伝える必要があり、国

が原子力政策ならびに福島における廃炉・除染に係る明確なビジョンをわかりやすい形で

示すことが期待されています。 
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添付資料 

添付資料 1．セミナー会場の構成と写真 

添付資料 2．来場学生の声（学生アンケートより抜粋） 

添付資料 3．新聞記事 

 

 

添付資料 1．会場の構成と写真 

 

①ブースエリア 

参加企業・機関が各ブースにて、学生に対して自社説明会を実施するエリアです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②コミュニケーション・エリア 

ブースエリアでの説明後、参加企業・機関の担当者と学生が個別に話しをしたい時に、 

ラフな形でコミュニケーションをとるためのエリアです。フリードリンクも用意しました。

また、来場学生の休憩場としてもご利用いただきました。また、今回は、参加企業・機関か

らの来場学生へのメッセージを掲示したところ、ブース訪問の合間に学生が見ていました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 13

 

③展示コーナー 

 展示エリアでは、放射線の性質や、それを利用した技術について、パネルや放射線測定

キットを用いて紹介しました。学生 1～2名程度に対して当協会の職員が説明し、理解活動

を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④資料コーナー 

 参加企業・機関のパンフレットを置くコーナーです。時間等の都合でブースを訪問する 

ことができなかった学生もパンフレット等の資料を入手することができます。 
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添付資料 2．来場学生の声（アンケートより） 

以下の来場学生の声は、入場時に学生が受付に提出するエントリーシートとは別に、当

協会が独自に実施しましたアンケートよりの抜粋です。アンケートの提出は任意です。ア

ンケートの回収率は、東京会場で約 50%、大阪会場で約 67%でした。 

これらのアンケートは「原子力」という単語を含む名称の合同企業説明会「原子力産業

セミナー2014」に来場した学生に対して実施したものです。従いまして、原子力関連学科

の学生の参加割合が高く、基本的に原子力に対して関心のある学生がアンケートの対象で

す。そのため、集計結果は全国の学生における原子力に対する平均的評価ではないことに

留意する必要があります。 

 

① 本日のセミナーに参加された感想はいかがでしたか？ 

選択項目 東京会場 大阪会場 

満足 80(60.2%) 46(55.4%) 

やや満足 41(30.8%) 32(38.6%) 

多少満足 5(3.8%) 3(3.6%) 

不満 1(0.8%) 0(0.0%) 

無回答 6(4.5%) 2(2.4%) 

合計 133(100%) 83(100%) 

 

「満足」「やや満足」と回答した学生は両会場で 9割を超え、来場学生の満足度は非常に高

かったものと考えられます。 

 

上記設問の理由について（アンケート自由記入欄の代表的な意見を抽出） 
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東京

大阪

東京会場 
・原子力をメインにしていない企業の原子力分

野に対する取り組みを知れる。 
・もう少し早くから参加しておけばよかった。

・原子力産業の深さを知れた。 
・自分のやりたい事業が明確になった。 
・業界への理解が深まった。 
・原子力産業界希望の学生は特化した情報を得

ることができるから。 
・新しい企業に出会えた。 
・原子力事業についての興味・理解を深めるこ

とができた。 

大阪会場 
・会社の方針を聞けた。 
・報道では聞くことのできない電力会社の考

えを聞くことができたから。 
・原子力産業について、どんな仕事をしてい

るのかが理解できた。 
・土木系の学科でも原子力とつながっていた

から。 
・業界から業務内容まで知ることができた。

・原子力への興味と知識を高めることができ

たから。 
・もう少し企業数があればいい。 
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②セミナーに参加されたことで、原子力産業への理解は深まりましたか？ 

 

選択項目 東京会場 大阪会場 

とても深まった 58(43.6%) 35(42.2%) 

やや深まった 66(49.6%) 42(50.6%) 

あまり深まらな

かった 
2(1.5%) 4(4.8%) 

不満 1(0.8%) 0(0.0%) 

無回答 6(4.5%) 2(2.4%) 

合計 133(100%) 83(100%) 

 

 

上記設問の回答理由について（アンケート自由記入欄の代表的な意見を抽出） 
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東京

大阪

東京会場 
・どのような企業があるのか、知ることができた

から。 
・直接関わってなさそうな企業も関わっていると

知ることができたので。 
・様々な業種に原子力が使われていることを知

り、見識が深まりました。 
・HP よりも詳しい情報を得ることができるため。

・各企業の担当の方がわかりやすく説明してくれ

たから。 
・世界情勢も含め、色々話を聞けたから。 
・様々な業種に原子力が使われていることを知

り、見識が深まりました。 
・原子力はいろいろな分野の集合体だと感じた。

・特定の企業・団体の説明が多く、業界への理解

は深まらなかった。 

大阪会場 
・国内外の現状を知れた。 
・現在の日本の企業・法人における原子力事業

の方向性と問題について知ることができた。

・原子力というなかなか関わらない分野につい

て知れたから。 
・原子力についての重要性を再認識した。 
・各社の安全対策がわかったから。 
・各企業の説明を聞いたことで現状を知れたか

ら。 
・マイナスイメージがプラスになった。 
・予備知識が少なく、少ししか理解できなかっ

た。 
・原子力は危ないから。 
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③原子力産業に対して、どのようなイメージをお持ちですか？ 

 

選択項目 東京会場 大阪会場 

将来性・安定性 26(19.5%) 17(20.5%) 

不可欠・重要産業 80(60.2%) 55(66.3%) 

地球温暖化防止に

貢献 
8(6.0%) 3(3.6%) 

不透明・不安 10(7.5%) 4(4.8%) 

危険 2(1.5%) 2(2.4%) 

その他 1(0.8%) 0(0.0%) 

無回答 6(4.5%) 2(2.4%) 

合計 133(100%) 83(100%) 

 

 

上記設問の理由について（アンケート自由記入欄の代表的な意見を抽出）  
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東京

大阪

大阪会場 
・将来があるのか不安がある。 
・発電・医療の両面で重要だから。 
・社会を支える電力の安定供給のためにも、他

に変わる技術がないから。 
・電力に関して言えば、コストパフォーマンス。

・どのようにするのかがわからない。 
・エネルギー枯渇、環境問題、安定供給など、

不可欠な産業と感じている。 
・日本の経済活動の核になると感じました。 
・資源のない日本にとっては重要だから。 
・安全に扱えば大きなエネルギーの可能性を持

っている。 
・不透明・不安であるからこそ、今後発展し続

けていく産業と感じています。 

東京会場 
・日本へのエネルギー安定供給のため。 
・石炭石油は枯渇するので、原子力は必要になるか

ら。 
・核融合に興味があり、これからの開発が期待され

るから。 
・再生可能エネルギーにまだ見通しがたっていない

ため。 
・二酸化炭素を減らすために、今後 100 年最も重

要な仕事だから。 
・エネルギー分野だけでなく医療分野にも貢献でき

るため。 
・産業・システム・インフラの全てにおいて重要だ

から。 
・事故で縮小傾向にある。 
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④原子力産業セミナー2014 に対するご意見・ご感想があればお聞かせください。 

 （アンケート自由記入欄の代表的な意見を抽出）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京会場 

・原子力関連企業が一同に介して、他社との比較も

できて参考になった。 

・ゆっくり話を聞くことができ、有意義だった。 

・多くの会社を一度に見ることができ、効率的だっ

た。 

・新たな発見と興味がわいた。 

・業界に特化し、とてもためになるセミナーでした。

・ 3.11 の地震の件があり、原子力について考え直 

 されている中、これからは今まで以上に必要にな

ってくる分野と感じました。 

・世の中的には原子力は悪という風潮が高まってい

ますが、本日のセミナーでは、原発以外に最先端

技術、品質管理、環境の保全に役立っていること

を知りました。そのような点を理解してもらうた

めにも、このセミナーで大々的にアピールして欲

しいです。 

・原子力に対する考えが少し変わった。これからも

伸びるところがあると感じた。 

・原子力分野の説明をどの企業も深く行ってくれた

ので、理解を深めることに役立ちました 

・興味のなかった企業の話も聞くことができ、もっ

と企業研究していこうと思いました 

・プラントメーカー、発電事業者、医療利用など様々

な業種から見た原子力・放射線について知ること

ができた。 

・日本の原子力を担う会社を一度に見ることができ

てよかった 

・原子力を一度にたくさん見ることができて、とて

も有意義でした。今後も継続し、原子力をひっぱ

ていく人材の発見に役立ててください。 

・原子力に特化しており、大変密度の濃い一日を過

ごせました。 

・2年前のセミナーと比べると、規模が小さくなっ

ている。現在の業界を取り巻く状況を感じまし

た。 

大阪会場 

・自分の興味のある企業が多数あり、効率的に

就活が行えた。 

・理系向けのセミナーだと思うが、文系の私で

も企業をより深く知るいい機会になった。 

・様々な企業の PR を聞けて、とても勉強になっ

た。 

・原子力に対しては悪いイメージを持っていま

したが、今回のセミナーを通じて、原子力は

なくてはならない存在と感じました。こうい

うセミナーをもっと社会的に広げていくこと

で、原子力に対する考え方が変わるのだと思

います。 

・エネルギーの中核を担っており、安定供給性

が高いので。 

・個別説明会が東京のみの企業もあったため、

関西で本セミナーが開催されたことはありが

たかったです。 

・これからの世界的な問題を解決できるのが原

子力と思っている。さらなる安全性の追求と

住民からの理解を得ることがこれからは求め

られると思う。そういった点を各社から聞く

ことができ、大変参考になった。 

・業界に特化したセミナーで、知識も深まり、

とても役に立つセミナーでした。 

・メディアで偏った見解が多く、実際に企業の

方からお話を聞けたことは非常に新鮮で勉強

になりました。参加人数も少なく、じっくり

話を聞くことができて、大変有意義でした 

・コミュニケーションスペースでの会話が良か

った。とても興味深いお話をじっくり聞くこ

とができた。 

・ 業界に特化しており、興味のある私には大

変参考になる 1日でした 

・少人数で各社の話をじっくり聞くことができ

てよかった。他社との比較ができたことも他

にはない貴重な経験となりました。 



 18

添付資料 3．新聞記事 

・電気新聞 

‐2月 6日付けの 1面に記事掲載 
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・産経新聞 

‐2月 10 日付けの朝刊に記事掲載 
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・読売新聞 

 ‐2 月 10 日付けの朝刊に記事掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

コミュニケーションエリア 


